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都市住民の山村移住による備長炭の技術伝承
――和歌山県中部山村の事例――
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４５０ 松山大学論集 第１７巻 第２号
１７）和歌山県では，伝統的産業である紀州備長炭の発展と，製炭技術を後継者に継承して行
くことを目的として，経験豊富な紀州備長炭製炭者を「紀州備長炭指導製炭士」として認
定する制度を１９９２年度（平成４）より発足している。紀州備長炭指導製炭士の役割は，
各地域で開催される製炭技術研修会，品質格付け，現場指導等の講師として，後継者の育
成活動に努めることである。１９９９年現在，和歌山県下には１０名の紀州備長炭指導者が認
定されており，県内外の備長炭を生産する新規参入者の技術指導を行っている。その所在
地は中津村（１）・南部町（１）・南部川村（３）・田辺市（１）・大塔村（１）・日置川町（１）・那智勝
浦町（２）である。
１８）南部川村は全国一の梅産地であり，梅栽培にたずさわる農家の農産物販売規模も，５００
～１，０００万程度のものが多い。
１９）篠原重則（１９６７）：四国地方の製炭地域の類型，地理学評論，４０－１１。
２０）福本和夫（１９５５）：新旧山林大地主の実態，によると，１，０００町歩以上の巨大山林地主の
一番多い県は和歌山県の１０人である。
２１）１９６０年の世界農林業センサス市町別統計書（林業地域調査－和歌山県）には，南部川村
では自営製炭世帯数１１１のうち，焼子が主の世帯数は４８にも達している。
２２）南部川村には，紀州備長炭振興館が平成３年４月に開館した。展示情報室では，各種木
炭の展示がなされ，炭に関する資料・道具も展示されている。また近くの丘陵地には，備
長炭製炭窯が２基（村営）あり，備長炭生産の新規参入者に貸与されている。また近くに
は，森林組合の設営した備長炭の炭窯が２基あり，同じく備長炭を生産する新規参入者に
貸与されている。
２３）中津村には，中津村製炭研修所があり，備長炭の炭窯が２基あり，ここで紀州備長炭指
導製炭士が備長炭を生産する新規参入者の技術指導をしている。
２４）田辺市秋津川地区（備長炭の発祥地といわれている）には，紀州備長炭記念公園が平成
９年７月にオープンした。公園内には木炭資料館の紀州備長炭発見館があり，木炭に関す
る知識や歴史・文化が学習できるようになっており，ほかにバーベキュー館や，物産店（道
の駅）もある。また付属施設として，炭窯５基があり，紀州備長炭指導製炭士が，備長炭
を生産する新規参入者に技術指導をしている。炭窯棟に並んでは，伝習館があり，新規参
入者の宿舎の機能も果たしている。
２５）篠原重則（２００４）：梅の生産・加工・販売システムの確立と山村の活性化－和歌山県南
部川村の事例－，松山大学創立８０周年記念論文集，pp.３３９～３６８
２６）和歌山県の中部山村に都市住民が多く移住しているのは，近畿圏・首都圏・中京圏から
容易に接近できる地の利があるといえよう。同じ備長炭の生産地域でも，海で隔たる高知
県室戸市には備長炭を焼く県外移住者は皆無である。大都市圏からの地理的近接性は和歌
山県が有利であるといえる。
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